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広報清内路 

― ９月議会終了後、阿智村に申し入れ ― 

決   議   文 
清内路村教育委員会は、平成１７年度から少人数問題等について研究してまいりましたが、特にこの半年間にわ

たり、諮問的機関である教育懇談会における検討に加わるとともに、小・中学校ＰＴＡ、保育所保護者会の皆様の

調査研究や住民懇談会における住民意見等を踏まえ、清内路中学校の今後のあり方を検討してまいりました。 
 この中で、誰もが清内路中学校を存続させたいとの気持ちを心深く持ちながらも、児童・生徒数の減少が続く中

では、子供たちに対する望ましい教育環境を、これまでのように維持することが困難であるとの認識を持つに至り

ました。 
 そもそも、教育とは「人格の完成」をめざすものでありますが、特に中学校教育を含む義務教育は、「確かな学

力、豊かな心、健やかな体のバランスのとれた育成」を通じて、「生きる力」すなわち人間力・社会力を培うこと

がその使命と考えます。 
 そのためには、「多様なニーズに応えられる活力ある活動ができる学校」そして「自分を励まし、高めてくれる

教師や仲間のいる学校」が求められると考えますし、とりわけ多感な中学生の時期は、「多様な価値観や人間関係

に触れられる学校環境が望ましい。」ものと考えます。 
 このような基本的な考え方に立ち、教育委員会としては「一クラス当たりの生徒数が一桁という少人数の生徒で

あるよりも、２０人以上の生徒でクラスを編成することにより、より望ましい教育環境を形成することが将来的に

も可能」と考えられる阿智中学校への統合を選択すべきとの判断をいたしました。 
 したがって、今回のこの決定は、清内路村の子供たちに、「より望ましい教育環境を提供する」という強い信念

のもとに下したものであり、今後の阿智村との協議に当たっても、その基本的な姿勢のもと、新しい中学校教育の

理想に向けて努力すべきものと考えます。 
 村当局や村議会、そして村民の皆様に置かれましても、今回の決定をより前向きにとらえていただき、地域の宝

である子供たちの教育に、これまで以上に関心を持ち、様々な面でのご支援・ご協力を強く願うものであります。

 なお、今後中学校の統合までは、多くの解決すべき課題が残されております。全てを列挙することはできません

が、主なものを附帯事項として提示させていただき、その解決に向けて真摯な取り組みを期待するものであります。

【附帯事項】 
 １ 統合に向けての具体的な課題について、村内の話し合いのもとに進めることができるよう、検討の場を設け

るとともに、その検討を踏まえて阿智村と協議を行うこと。 
 ２ 統合後の中学校の運営形態や清内路村としての財政負担等、阿智村との協議に当たっては、清内路村の現状

を十分に理解いただくよう努めること。 
 ３ 統合に関する不安解消のため、教育委員会、学校、家庭、地域が協力し合って進めていくこと。 
 ４ 小学生を含め児童・生徒数を増やす取り組みを積極的に実施すること。 
 ５ 中学校の後利用について、住民意見を踏まえ、十分な検討を行うこと。 
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教
育
委
員
会
の
論
議 

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
特

に
こ
の
半
年
間
、
教
育
委
員
会
の

諮
問
的
機
関
で
あ
る
教
育
懇
談
会

に
加
わ
り
、
10
回
に
及
ぶ
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
村
の
開
催
し

た
住
民
説
明
会
や
「
ど
こ
で
も
村

役
場
」
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通

し
て
、
住
民
意
思
の
把
握
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。（
検
討
経
過

は
下
枠
内
を
参
照
。） 

そ
し
て
、
教
育
懇
談
会
の
報
告

が
、
９
月
７
日
に
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
９
月
11
日
、
12
日
及
び

15
日
の
３
回
に
わ
た
り
、
公
開
の

中
で
、
最
終
的
な
判
断
を
行
う
た

め
、
教
育
委
員
会
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
清
内
路
中
学
校
を

阿
智
中
学
校
に
統
合
す
る
た
め
の

協
議
を
申
し
入
れ
る
こ
と
及
び
今

後
「
附
帯
事
項
」
に
示
さ
れ
る
課

題
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
が
決

議
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
の
対
応 

今
後
の
対
応
を
含
め
、
村
と
し

て
の
考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
「
村

長
談
話
」
と
し
て
お
示
し
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
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９
月
３
日
に
、
第
３
回
目
の
作

業
が
行
わ
れ
、
見
事
に
山
小
屋
が

完
成
し
ま
し
た
。(

上
の
写
真) 

暑
い
中
、
多
く
の
資
材
を
人
力 

で
山
頂
ま
で
荷
揚
げ
し
て
の
作
業

で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

早
速
、
10
月
22
日
（
日
）
に
「 

 
 
 
 
 

高
鳥
屋
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
一
日
に
気

持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
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お
知
ら
せ 

 
 

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

行
事
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

○
上
清
内
路
奉
納
煙
火 

・
期
日 

10
月
６
日
（
金
） 

 

・
場
所 

上
清
内
路
諏
訪
神
社 

○
下
清
内
路
奉
納
煙
火 

・
期
日 

10
月
８
日
（
日
） 

・
場
所 

下
清
内
路
諏
訪
神
社
・

建
神
社 

 

○
夢
先
案
内
人
と
行
く
南
沢
山 

 
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

・
期
日 

10
月
18
日
（
水
） 

＊
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ 

○
高
鳥
屋
山
ハ
イ
キ
ン
グ 

・
期
日 

10
月
22
日
（
日
） 

＊
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ 

○
横
川
癒
し
の
里
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
視
察 

・
日
時 

10
月
28
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
11
時
頃
か
ら 

＊
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ 

○
第
２
回
「
焼
酎
学
校
」 

・
日
時 

10
月
28
日
（
土
） 

 
 

・
座
学
等 

午
後
４
時 

 
 

・
試
飲
会 

午
後
６
時
半 

 

・
場
所 

ふ
る
さ
と
村
自
然
園 

 

＊
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ 

○
さ
わ
や
か
祭
り 

・
期
日 

10
月
29
日
（
日
） 

・
場
所 

清
内
路
小
学
校
体
育
館 

 

「
村
長
談
話
」 

 

教
育
委
員
長
さ
ん
を
は
じ
め
教

育
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
教
育
懇

談
会
で
の
論
議
を
経
て
、
教
育
委

員
会
で
の
決
定
に
至
る
ま
で
、
住

民
論
議
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
中
学

校
統
合
問
題
」
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
決
定
は
、
将
来
に
わ
た

り
、
生
徒
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
中
、「
子
供
た
ち
に
対
し
よ
り

よ
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
阿
智
中
学
校
の
改
築
に
併

せ
て
、
清
内
路
中
学
校
を
同
校
へ

統
合
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
ご

判
断
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
判
断
を
真
摯
に
受
け
と

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

今
後
、
議
会
へ
の
報
告
を
経
て
、

阿
智
村
に
対
し
中
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
協
議
の
申
し
入
れ
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
同
村
に
お
け
る
受
け

入
れ
の
決
定
を
待
っ
て
、
平
成
22

年
度
に
予
定
さ
れ
る
統
合
に
向
け

て
、
児
童
・
生
徒
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
施
策
の
実
施
な
ど
、

附
帯
事
項
に
示
さ
れ
て
い
る
課
題

に
取
り
組
み
、
村
民
の
期
待
に
応

え
る
よ
う
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

【中学校統合問題の主な検討経過】 

１ 教育懇談会 

 平成１８年４月１２日 第１回教育懇談会 

 以降５月２４日、６月６日、６月１６日（阿智中等視察） 

 ６月２２日、７月１日、７月２８日、８月１７日、８月２９日、 

 ９月７日の計１０回の教育懇談会を開催 

２ ＰＴＡ、保護者会、住民への説明、意見交換等の経過 

 平成１８年２月１３日 ＰＴＡ・保護者会総会 

      ６月 ８日 中学校の今後を考える研究会への説明 

      ６月１０日 保護者会への説明 

      ６月１９日 中学校の今後を考える研究会と意見交換 

      ７月 ３日 住民説明会（上清内路地区対象） 

      ７月 ６日 住民説明会（下清内路地区対象） 

      ７月 ７日 住民説明会（全村対象） 

      ７月１９～２１日 「どこでも村役場」（全村８会場）

      ７月２４日 ＰＴＡ学習会 

７月２６日 保護者会学習会 

８月２５日 ＰＴＡから報告書の提出 

高
鳥
屋
山
の
山
小
屋
完
成


